
　

16
世
紀
後
半
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
2
つ
の
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴

史
を
歩
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
18
世
紀
後
半
、
笠
間
藩
箱
田
村
の
名
主
久く

野の

半は
ん
え
も
ん

右
衛
門
が
、

箱
田
村
で
焼
き
物（
後
の
笠
間
焼
）
を
始
め
ま
す
。
そ
し
て
19
世
紀
後
半
、

箱
田
村
鳳
台
院
で
寺
子
屋
教
育
を
受
け
て
い
た
大お

お
つ
か
け
い
さ
ぶ
ろ
う

塚
啓
三
郎
が
、
久
野

窯
で
焼
き
物
作
り
と
出
合
い
陶
器
の
製
法
を
修
業
し
、
益
子
で
築
い
た

窯
が
益
子
焼
の
始
ま
り
と
な
り
ま
す
。
8
世
紀
に
同
じ
技
術
圏
で
窯
を

築
い
て
い
た
２
つ
の
地
域
が
、
1
，
0
0
0
年
後
、
ま
た
製
陶
を
通
じ
て

同
じ
未
来
に
向
かって
進
み
始
め
た
の
で
す
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
笠
間
・
益
子
そ
れ
ぞ
れ
で
組
合
が
設
立
さ
れ
、

笠
間
焼
と
益
子
焼
の
特
約
を
結
ん
で
出
荷
規
格
を
統 

一 

し
、
連
携
し

て
関
東
の
窯
業
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
そ
し
て
明
治
時
代
か
ら
大

正
時
代
に
か
け
て
、
壺
、
水
甕
、
す
り
鉢
、
土
鍋
な
ど
の
日
用
品
を

製
造
出
荷
し
、
丈
夫
で
使
い
や
す
く
、
安
価
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
東
京

を
中
心
に
東
日
本
全
域
に
ま
で
販
路
を
大
き
く
拡
大
す
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

　

関
東
平
野
の
北
部
に
位
置
す
る
笠
間
市
と
栃
木
県
益
子
町
＝「
か
さ

ま
し
こ
」。
八
溝
山
地
鶏
足
山
塊
の
山
々
を
挟
ん
で
近
接
す
る
こ
の
地

は
、
古
代
か
ら
須
恵
器
づ
く
り
に
必
要
な
粘
土
・
水
・
燃
料
の
木
材

に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
8
世
紀
～
10
世
紀
頃
の
古
代
窯
跡
か
ら
の

出
土
品
に
共
通
し
た
技
法
が
多
数
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
技
術

圏
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
って
い
ま
す
。
11
世
紀
に
下
野
国
（
現
在
の
栃

木
県
）
を
拠
点
と
し
、
そ
の
後
の
約
5
0
0
年
間
、
笠
間
と
益
子
の

地
を
治
め
た
宇
都
宮
氏
は
、
武
士
と
し
て
の
面
貌
に
と
ど
ま
ら
ず
京

都
の
貴
族
と
の
接
点
を
持
ち
な
が
ら
宗
教
・
文
化
と
い
う
側
面
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
浄
土
庭
園
を
持
つ
寺
院
や
、
当
世
を
代

表
す
る
仏
師
に
作
ら
せ
た
仏
像
等
か
ら
京
都
の
影
響
を
受
け
た
信
仰

心
の
篤
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
京
都
・
鎌
倉
と
並
ぶ

日
本
三
大
歌
壇
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
た
宇
都
宮
歌
壇
を
作
る
な
ど
、

文
化
の
馨
り
が
こ
の
地
に
届
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の

時
代
に「
か
さ
ま
し
こ
」
に
も
た
ら
さ
れ
た
京
都
・
鎌
倉
か
ら
の
文
化
・

芸
術
・
気
風
は
、
後
の
笠
間
焼
・
益
子
焼
の
美
意
識
に
影
響
し
て
い

ま
す
。

兄
・
笠
間
焼
と
弟
・
益
子
焼
の
誕
生

「
か
さ
ま
し
こ
」の
美
意
識

笠間焼を生んだ窯元／久野陶園 K
ASAM
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Mashiko

Kasama

～兄弟産地が紡ぐ～〝焼き物語〟
　市では、令和元年度から

「日本遺産」認定を目指して、

益子町と共同で「焼き物文化

（笠間焼・益子焼）」を中心に

ストーリーを作成し、令和2年

1月に文化庁に申請しました。

6月12日に「日本遺産審査委

員会」の結果が通知され、6月

19日に認定が正式発表となり

ました。今回は、認定となった

ストーリーと、今後の展望につ

いて特集し、ご紹介します。

日
本
遺
産
認
定

笠間市と益子町は県道
1号線を経由して車で30
分。ものづくりのわざと心が
息づく焼き物産地です。

4特集｜かさましこ ～兄弟産地が紡ぐ“焼き物語”～



　

「
か
さ
ま
し
こ
」
窯
元
の
順
風
満
帆
な
経
営
は
長
く
な
く
、
産
業
発

展
と
生
活
様
式
の
変
化
で
、
生
活
の
危
機
を
幾
度
と
な
く
迎
え
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
焼
き
物
に
作
風
の
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。

　

最
初
に
新
た
な
風
が
吹
い
た
の
は
益
子
で
す
。
昭
和
初
期
に
手
仕

事
に
宿
る
美
を
見
い
だ
す
民
藝
運
動
が
拡
が
り
、
後
に
人
間
国
宝
と

な
る
濱は

ま

田だ

庄し
ょ
う
じ司

を
中
心
に
、
職
人
気
質
の
窯
業
地
で
、
芸
術
性
の
要

素
が
加
わ
っ
た
民
藝
調
の
陶
器
（
民
藝
陶
器
）
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
昭
和
20
～
30
年
代
に
な
る
と
、
民
藝
運
動
の
拡
が
り
は

窯
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
染
織
、
木
工
、
金
工
等
の
職
人
た
ち
に
も
伝

わ
り
ま
し
た
。
職
人
た
ち
の
気
取
ら
な
い
素
朴
で
す
こ
や
か
な
心
と
、

伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た
確
か
な
技
術
か
ら
、
時
代
に
合
わ
せ
た
新
た

な
作
品
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
益
子
参
考
館
を
訪
れ
れ
ば
、

濱
田
庄
司
が
制
作
の
ヒ
ン
ト
に
と
集
め
た
世
界
中
の
工
芸
品
と
民
藝
の

あ
る
生
活
感
が
あ
な
た
を
出
迎
え
、
五
感
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
、
す

が
す
が
し
さ
を
体
感
で
き
ま
す
。

　

 

一 

方
、
笠
間
は
、
戦
後
、
茨
城
県
が
窯
業
指
導
所
を
設
立
し
、
デ

ザ
イ
ン
性
を
重
視
し
た
工
芸
陶
器
への
転
換
を
目
指
し
て
釉
薬
改
良
や

粘
土
研
究
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
県
内
外
か
ら
才
能
あ
る
陶
芸
家
を
招
く
た
め
に
、
官
民
協
力
の

元
、
造
っ
た
窯
業
団
地
や
笠
間
芸
術
の
村
に
は
、
陶
芸
家
の
他
、
絵

画
や
彫
刻
、
鋳
金
、
染
色
、
織
物
等
の
芸
術
家
が
移
住
し
、
地
元
の

窯
元
、
陶
工
と
互
い
に
刺
激
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で

斬
新
な
表
現
と
技
法
が
生
ま
れ
、
後
に
人
間
国
宝
と
な
る
松ま

つ
い井
康こ

う
せ
い成

は
「
練
上
」
と
い
う
技
法
で
笠
間
焼
を
芸
術
の
域
に
ま
で
高
め
ま
し
た
。

ま
た
、
笠
間
稲
荷
神
社
も
仲
見
世
や
門
前
町
な
ど
で
笠
間
焼
を
販
売

し
た
り
、
歴
史
的
資
料
の
保
存
・
公
開
の
た
め
に
境
内
に
美
術
館
を

「
か
さ
ま
し
こ
」

陶
芸
に
訪
れ
る
作
風
の
変
化

建
て
た
り
支
援
を
行
っ
た
の
で
す
。

　
「
か
さ
ま
し
こ
」
の
街
並
み
に
は
四
季
を
表
現
す
る
雅
な
陶
壁
、
散

策
路
に
は
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す
波
型
の
陶
板
タ
イ
ル
な
ど
、
日
常
の
中

に
ア
ー
ト
が
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
工
房
を
訪
れ
る
と
、
陶
芸
家
が
土

と
向
き
合
う
真
剣
な
姿
と
電
動
ロ
ク
ロ
が
回
る
音
が
響
く
、
凛
と
し
た

雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
か
つ
て
暮
ら
し
を
支
え
る
日
用
品
を
製
造
し
て
い
た
「
か
さ
ま
し
こ
」

は
、
デ
ザ
イ
ン
性
や
機
能
美
を
追
求
し
た
う
つ
わ
や
親
し
み
や
す
い
オ

ブ
ジ
ェ
な
ど
を
制
作
し
、
暮
ら
し
に
潤
い
を
与
え
る
窯
業
地
へ
と
進
化

し
て
い
ま
す
。
時
代
の
需
要
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
変
化
を
い
と
わ
な

い
産
地
の
挑
戦
が
表
現
の
多
様
性
を
育
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
陶
の
郷

を
求
め
て
全
国
か
ら
陶
芸
家
が
集
ま
り
、
今
で
は
6
0
0
名
を
超
え

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
自
由
で
開
放
さ
れ
た
制
作
環
境
を
体
感（
見

学
）
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
や
、
窯
元
や
陶
芸
家
の
指
導
に
よ
る

ロ
ク
ロ
や
手
ひ
ね
り
等
の
体
験
を
通
じ
て
作
り
手
の
想
い
や
技
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
販
売
店
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
カ
フェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン

が
軒
を
連
ね
、
う
つ
わ
や
生
活
雑
貨
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
美
し
い
生
活

造
形
が
食
卓
や
空
間
を
彩
り
、
訪
れ
る
人
の
五
感
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
互
い
の
地
域
の
陶
芸
家
が
合
同
で
個
展
を
開
い
た
り
、
東

日
本
大
震
災
で
崩
壊
し
た
濱
田
庄

司
ゆ
か
り
の
登
り
窯
を
復
活
さ
せ
た

り
、
全
国
の
陶
芸
家
た
ち
が一緒
に

窯
焚
き
を
行
っ
た
り
と
、
絆
を
深
め

て
い
ま
す
。 

そ
う
し
て
兄
弟
焼
き

物
の
笠
間
焼
・
益
子
焼
は
つ
な
が
り

合
っ
て
、
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
独
自

の
陶
文
化
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

陶
文
化
を
創
造
、進
化
す
る「
か
さ
ま
し
こ
」

日本遺産とは

地域の歴史的な魅力や特色を通じて文化・伝統を語るストーリーを「日本遺
産」として文化庁が認定する制度。ストーリーの構成要素となる魅力ある文
化財群を総合的に整備・活用し、国内外に発信することで、地域活性化を
図ることを目的としています。2020年度までに104件が認定されました。 笠間の陶炎祭

鳳台院山門

笠間工芸の丘の登り窯

笠間稲荷神社
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　今回、茨城県・笠間市とともに共同申請したの

は、「かさましこ～兄弟産地が紡ぐ〝焼き物語〟

～」。　物語は、８世紀の須恵器の技法から始

まります。益子町には「中世の文化財」とし

て宇都宮家に由来するものが多く残ります

が、益子も笠間も当時は宇都宮の血族。時代とともに関係が希

薄になりながらも、江戸時代末期に「焼き物」を通して再び新たな

関係が生まれ、以来様々な交流が続けられてきました。

　中世の文化財を始め、このストーリーを構成する施設などが日

本遺産の構成要素。これから「日本遺産を巡る旅」として準備をし

てまいります。1,000年を超える先人たちに想いを馳せながら、「か

さましこ」の旅を楽しんで頂きたいと思います。

　これまで歴史を紡いでこられたすべての皆さんに心から感謝申

し上げます。これから笠間市の皆さまとともに、新たな魅力づくりを

しながら「焼き物語」を紡いでいきたいと思います。

　このたび、笠間市と益子町が共同申請したストーリー

「かさましこ～兄弟産地が紡ぐ〝焼き物語〟～」が

日本遺産に認定されたことは、大変名誉なこ

とであり心から嬉しく思います。

　今回の認定は、お互いの地域で焼き物文

化を継承・発展させ、陶工の技法を脈 と々引き継ぎ守ってきた、焼

き物の伝統・文化が高く評価されたことによるものであると思います。

　これまで伝統を守り続けてきた方々、そして、申請に向けてご尽

力いただいた関係者の皆さんのご協力に心から感謝申し上げます。

　笠間焼は、江戸中期に現在の箱田地区に久野半右衛門が築

いた窯が起源であるといわれ、型にとらわれることなく、個々が才

能のおもむくままに新しいものを生む創造力を発揮できる、一期一

会の奥の深い焼き物です。

　これらも、益子町とともに焼き物の兄弟産地として、まちづくりを

しっかり進めていきたいと思います。

共
同
記
者
会
見

左から飯田市議会議長、山口市長、益子町の大塚町長、星野町議会議長

笠間市長コメント

Mashiko

Kasama

益子町長コメント

　

6
月
22
日（
月
）、益
子
町
の
陶
芸
メ
ッ

セ・
益
子
で
日
本
遺
産
認
定
を
受
け
笠
間

市
と
益
子
町
が
共
同
記
者
会
見
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
日
本
遺
産
認
定
を
祝
い
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、両
市
町
長
お
よ
び
両
議

会
議
長
が
参
列
し
、く
す
玉
が
割
ら
れ
ま

し
た
。

共
同
記
者
会
見
で
は
、日
本
遺
産
と
な
っ

た
焼
き
物
を
軸
と
し
た
ス
ト
ー
リ
ー「
か

さ
ま
し
こ
～
兄
弟
産
地
が
紡
ぐ〝
焼
き
物

語
〟～
」に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
連
携

し
て
い
く
の
か
、両
市
町
長
が
コ
メ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、認
定
を
祝
い
横
断
幕
を
か
さ
ま

歴
史
交
流
館
井
筒
屋
に
、市
庁
舎
に
は
懸

垂
幕
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
ま
し
た
。

笠間市長コメント

6特集｜かさましこ ～兄弟産地が紡ぐ“焼き物語”～
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日
本
遺
産
認
定
を
契
機
に
、両
市
町
の
経
済
や
文
化
財
等

の
関
連
団
体
か
ら
構
成
さ
れ
る「
か
さ
ま
し
こ
日
本
遺
産
活

性
化
協
議
会
」が
7
月
31
日
に
設
立
し
ま
し
た
。今
後
は
協

議
会
が
主
体
と
な
り
、文
化
庁
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
と
し
て
は
、日
本
遺
産
制
度
の
認
知
向
上

や
、地
域
の
歴
史
や
文
化
財
への
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
意
識
高
揚
を
目
的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
た
多
言
語
看
板
の
設
置
、

文
化
財
を
紹
介
・
案
内
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パン
フ
レ
ッ
ト
等

の
情
報
発
信
媒
体
を
制
作
し
、文
化
財
を
周
遊
す
る
観
光

客
の
利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

加
え
て
、日
本
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
の
企

画
や
商
品
開
発
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
の
開
催
、自
転
車
周
遊
マッ
プ
の
作
成
の
た
め
にGPS

を
搭

載
し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
観
光
周
遊
実
態
調
査
な
ど
、

令
和
3
年
度
以
降
に
実
施
す
る
事
業
の
効
果
を
高
め
る
た

め
の
基
盤
整
備
を
行
って
い
き
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
以
降
は
、調
査
や
整
備
を
も
と
に
、ガ
イ
ド
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
、着
地
型
旅
行
商
品
や
日
本
遺

産
関
連
商
品
の
開
発
促
進
、「
か
さ
ま
し
こ
」ブ
ラ
ン
ド
向
上

の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
活
動
な
ど
、笠
間
市
に
経
済
効
果

を
も
た
ら
す
も
の
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か

し
た
回
遊
性
の
高
い
観
光
ス
タ
イ
ル
を
定
着
さ
せ
、イ
ベン
ト
に

依
存
す
る
こ
と
の
な
い
通
年
型
観
光
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
の
取
組
み

【問い合わせ】 生涯学習課（内線260）

日本 遺 産にまつわる見どころスポット

※来園の際は要予約｜問い合わせ 久野陶園 080-5016-6966
生涯学習課（内線 260）

※一部立ち入り禁止区域あり｜問い合わせ 生涯学習課（内線 382）

本堂内見学 300 円｜問い合わせ 西明寺 0285-72-2957

問い合わせ 益子参考館0285-72-5300
入館料 大人800円、子ども（中・高生400円）

　安永年間（1772～1780）、信楽の陶工・長右衛門の指導により
久野半右衛門道延が窯を築き、陶器を焼いたのが笠間焼の始ま
りとされています。久野陶園は益子焼の陶祖である大塚啓三郎が
陶芸を学んだ窯元でもあり、益子焼と深いつながりがある場所で
す。工場内には歴代の職人たちが使っていた道具が多く残ってい
て、その中でも現存する「ベルト式動力ロクロ」が見どころの１つです。

　承久元年（1219）に笠間時朝が佐白山周辺に築いた山城跡
であり、中世は笠間氏、近世は笠間藩主の居城として機能しま
した。江戸時代、笠間藩主・牧野貞直のときに久野陶園等を御
用窯とし、歴代藩主は笠間焼の産業振興に努めました。地形は
昔のまま残されていて、土塁や曲輪、空堀、石垣等を見ることが
できます。山頂に立つ佐志能神社の拝殿は、二層の天守櫓を
改造したもので、当時の材料をそのまま使用しています。

　天平9年（737）創建と伝わる古刹で、国指定文化財の三重
塔・楼門・本堂内厨子をはじめとした中世～近世の数 の々文化
財が所在します。宇都宮氏と家臣益子氏の庇護のもといまに
伝わりました。境内には全国的にも珍しい「笑い閻魔」として親
しまれる木造閻魔像が伝わるほか、益子焼の陶祖である大塚
啓三郎の碑が建てられています。

　民藝運動の中心人物で陶芸家の濱田庄司が居住・作陶等
に利用した建物を活用した民藝館です。濱田が蒐集した世界
各国の民藝品や濱田と交流のあった人物の作品が展示され
ています。構成文化財の上台や細工場、登り窯などがあり、民
藝の趣向をこらした意匠の建物や調度品の数 を々見ることが
でき、全身で民藝のすがすがしさを体感できます。
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7 特集｜かさましこ ～兄弟産地が紡ぐ“焼き物語”～


